
平
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二
十
二
年
四
月
二
十
日
受
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閣
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七
四
第
三
七
三
号

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
東
京
へ
の
一
極
集
中
是
正
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
考
え
方
に
関

す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
東
京
へ
の
一
極
集
中
是
正
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
考
え
方

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
お
尋
ね
の
各
地
域
に
お
け
る
平
成
元
年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
の
二
十
年
間

の
転
入
超
過
数
（
他
地
域
か
ら
の
転
入
者
数
か
ら
他
地
域
へ
の
転
出
者
数
を
控
除
し
た
数
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
首
都
圏
（
首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
首
都
圏
を

い
う
。
）
が
百
六
十
七
万
五
千
四
百
十
六
人
、
東
京
都
が
四
十
万
九
千
七
十
四
人
、
特
別
区
が
十
六
万
六
千
二
百
八
十
人
で

あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
東
京
圏
（
「
首
都
圏
整
備
に
関
す
る
年
次
報
告
」
に
お
け
る
東
京
圏
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ

の
人
口
集
中
の
傾
向
で
み
る
と
、
大
き
く
は
変
化
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
東
京
圏
の
転
入
超
過
数
は
、
平
成
元
年
の
十
一
万
七
千
二
百
十
五
人
か
ら
平

成
六
年
に
マ
イ
ナ
ス
一
万
六
千
九
百
十
四
人
に
な
る
ま
で
減
少
し
た
が
、
平
成
七
年
以
降
は
増
加
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、

一



同
年
は
マ
イ
ナ
ス
五
千
二
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
年
に
は
十
五
万
一
千
六
百
九
十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

「
新
成
長
戦
略
（
基
本
方
針
）
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
新
成
長
戦
略
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
「
成
長
の
原
動
力
と
し
て
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
・
・
・
様
々
な
分
野
に
お
い
て
厚
み
の
あ
る
人
材
層
を
形
成
す

る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
我
が
国
の
成
長
の
た
め
に
は
、
東
京
の
み
な
ら
ず
各
地
域
で
必
要
な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
新
成
長
戦
略
に
お
い
て
、「
雇
用
の
安
定
・
質
の
向
上
と
生
活
不
安
の
払
拭
が
、
内
需
主
導
型
経
済
成
長
の
基
盤
」

で
あ
る
と
し
て
お
り
、
各
地
域
に
お
い
て
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
土
政
策
の
観
点
か
ら
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
つ
つ
、
国
際
的
、
広
域
的
な
視
点
を
踏
ま
え
て
大
都
市
圏
の
競
争

力
向
上
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
が
各
々
の
地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
戦
略
的
に
地
域
の
成
長
力
を

高
め
、
自
立
的
に
発
展
す
る
た
め
の
取
組
を
併
せ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
が
各
々
の
地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
戦
略
的
に
地
域
の
成
長
力
を
高
め
、
自
立
的
に

二



発
展
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

三


